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論文内容要旨
 Re・・gramによる腎機能検査については,近年小児科領域でも2～3の報告がみられるが,そ
 のほとんどは3才以上の小児についてのものであり,生後1年以内の児についてのRenogramの
 報告はない。よって私は新生児の腎機能をRenogτamによって検査し得るか否か,また新生児
 の腎機能はRenOgram上どの様な状態にあるのかを知る目的で成熟児67例,未熟児34例につ
 いてRen。graphyを行なったのでその結果を報告する。
 対象は昭和44年5月以降昭瓢45年12月迄の間に東北大学医学部附属病院周産母子部で出生
 した児、および同期間内に岡部に入院した新生児で,臨床上問題のあった児は除外した。
 測定方法は東芝レノグラム装置を用い,測定条件は,時定数2秒,レンジは1000cps,記
ての
 録紙速度は15㈱/m画とした。試薬は王一Hippuranを用い,投与量は3μc/kgとし,
 注射用蒸溜水で全量が。.5認となる様に稀釈調製した。測定時の本位は成人と異り,座位または腹
 臥位とし背部から測定する事が困難なため,仰臥位としBabyh・1derに四肢および体幹を固
 定して腹側から測定を行なった。また試薬の注入は児を固定し,collimaterをセットした後
 に手背の静脈または肘静脈から可及的速かに注入した。Renogramの各部の名称は,試薬注入
 後急速に上昇する部分をSegmenta,次いで除々に上昇する部分をSegmentb,下降する
 部分をSegmentcと呼びSegmentaとSeg皿edbとの境界をA点,最高計数率を示
 す点をB点と呼び,また20分後の計数率をCc-20と呼び,A点およびB点の計数率を各々Ac
 およびBcと呼んだ。Renogramの評価法には定性的評価法,半定量的評価法と定量的評価法と
 があるが,新生児のRen・gramでは定量的評価をする事は困難であるので,定性的評価および
 半定量的評価について検討した。
 定性的評価では成熟児の出生当日から2～3日の間ではSegmentaに続くSegmentbが非
 常に少く,Segmentcに於ても減少の傾向は非常に少い。即ち非常に高度な機能低下の状態に
 ある。生後5～6日目頃になるとSegmentbは,やはり短いがSegment。にやや下降の傾
 向がみ、られる様になる。また生後8日目以後に.なるとSegmentbもやや延長して来て,Seg-
 mento.の下降の傾向は大きくなってくる。即ち,機能低下の状態ではあるが,生後日数を経る
 に従い機能低下の状態が改善された。未熟児についてもほぼ同様の傾向がみられるが,成熟児に比
 べて機能低下の状態が改善される速度も遅く,相当長い時間を要した。半定量的評価については,
 成人,小児では種々のparameter,indlcaterの提案がなされているが,新生児期に於て
 は腎機能は非常に低下した状態にあるため,それらいままでのparameter,indicater
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 では適当ではない。そこで排泄の状態を知るために20分計数率を最高計数率で割った値,即ち
 Cc-20/Bcについても検討した。その結果は成熟児群を出生当日から3日目迄をA群,生後4
 日目から7日目迄をB群,生後8日目以後をC群とすると,Cc-20/Bcの値は(両側腎の集
 計)A群が0・751±O.158であり,B群はO,623±0.151であり,C群はO.566±
 0.094で日数を経るに従い排泄の傾向が出てくることがわかった。A群,B群,C群各々の間で
 有意性を検定してみると,A群とB群ではts-9.19となり,0.1%の危険率で有意であり,B
 群とC群の間ではts-2.95となり,王%の危険率で有意であり,またA群とC群の間ではts
 -1L26となり,0.1%の危険率で有意であった。Bc/AcについてはA群は1.293±
 0・194,B群は1,399±0,148,C群は1.427±0.184となり生後日数を経るにしたが
 い尿細管の機能も上昇する事力;わかった。その有意差についてはA群とB群の間では危険率i%で
 有意であり,B群とC群の間では有意差は認められないが,A群とC群の間では危険率0、1%で有
 意であった。次にB点に達する迄の時間をbt(単位は分)とすると各群のbtは各々0.765士
 α238,0・811±O・309,と0・824±0・298と日数を経るにしたがって長くなり成人の
 値に近づいた。その有意性を検定すると,A群とB群の間では危険率2%で有意あり,B群とC
 群の間では有意差はない淋,A群とC群の間では危険率2%で有意であった。未熟児群については
 出生当日から生後7日目迄をD群,8～14日目をE群,15日目以後をF群と3群にわけた。
 Cc-20/BcについてはD群はα679±0,094,E群は0.642±0.118,F群は
 0.623士0.134であり,D群とE群,およびE群とF群ではともに有意差はなかったが,D群
 とF群の間では.危険率1%で有意差があっ渇B巳/Acに.ついては各群の閲に有意差はなかった。
 しかしbtについては,D群とE群の間では危険率1%で有意差があり,E群とF群の間でも危険
 率1%で有意差があった。以上の如く新生児期のRenogramでは腎機能は非常に低下した状態
 にあり,出生直後は特に高度な機能低下の状態にあるが,生後日数を経るにしたがい排泄の傾向が
 でてくる。この様な新生児期に於ける機能の低下している状態のRenogramな初期低機能型と
 呼びたい。試薬として1511-Hippロranよりもr線エネルギーの低い,〃線のない1251-Hi-
 ppuranを20例の症例について使用し,検討したが両者の間に差は認めなかった。以上新生児
 にRenographyを行なった経験から次の結論を得た。
 1、生後1～2週間の新生児のRen・gramでは非常に機能低下の状態に磨る0
 2.Reu・gram上機能低下の状態ではあるがC。一20/Bc,Bc/Ac,btでは生後日数
 を経るにしたがい排泄機能が良くなっていく事がわかった0
 3.成熟児にくらべて未熟児の排泄:の機能は在胎期間に応じて悪く,生後日数を経るにしたがい
 排泄の1頃向は良くなってきた0
 4.R,en・gramは新生児の腎機能検査法として,生後数日以上経たときは臨床応用がでぎる
 事がわかった。
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 審査結果の要旨
 レノグラムによる腎機能検査に関しては,近年小児科領域では2、3の報告があるが,生後1年
 以内の乳児に関する報告はみあたらない。著者は新生児の腎機能をレノグラムによって検査しうるか
 否か,また新生児の腎機能はレノグラム上どの様な状態にあるかを知る目的で成熟児67例,未熟
 児34例についてレノグラフィーをおこない次の如き結論を得ている。
 1)新生児にレノグラフィーを行ない臨床応用ができることを確めた。
 2)レノグラム上新生児期の腎機能は非常に低下した状態にある。
 3)現在までに提案された指標からat,Tb,Bc/Ac,をえらび,さらに新しくCc-20/Bc
 という指標を加えることにより新生児期のレノグラムを半定量的に評価しえた。
 4)成熟児群では生後3日目以内の群と生後8日目以後の群との間ではCc-20/Bc,及び
 Bc/Ac,に関しては推計学的に有意差をもつて生後8日目以後の群の機能が良かった。
 5)成熟児群ではat,Tb,については生後日数をへるに従い延長し,小児,成人の値に近づ
 いた0
 6)未熟児群ではat,Tb,Bc/Ac,Cc-20/Bc共に生後日数をへるに従い良くなる傾向を
 爪した0
 7)在胎週数別では在胎週数が長くなる程機能が良くなる傾向を示した。
 8)試薬として125卜Hippuranを20例について使用し検討したが125i-Hipp、r-
 anを使用した群でも1311-Hippuranを使用した群と同様の傾向を示した。
 新生児の腎機能検査法を検討した報告はまだみるべぎものがないので,レノグラムをはじめて新
 生児について検討し新しいパラメーターをつくり,それによって腎機能も知りえた。
 以上の如く本研究はレノグラムにより新生児の腎機能を解明したところが学位授与』にあたいする
 ものと認められる。
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